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～新しい和田支所・市民センターの整備に向け第１０回和田地域モデル事業協議会開催～ 

令和2年10月22日（木）に、昨年12月17日の開催以来となる“和田地域モデル事業協議会”

を和田市民センターで開催しました。 

（出席：和田の里づくり推進協議会「プロジェクトＷ」（伊藤代表ほか15名）、市（職員7名）） 

～協議会の内容～ 

今回は、本年4月に公表された「島地川流域の洪水ハザードマップ」において、和田支所・市民セン

ターの整備候補地の１つとしていた「和田小・中学校」が、島地川流域で想定される最大規模の降雨が

あった場合、家屋が流出・倒壊のおそれのある「家屋倒壊等氾濫想定区域」に指定されたことを受け、

その内容を説明し、今後の協議会の進め方を協議しました。 

■「家屋倒壊等氾濫想定区域」の指定と市の考え方について 

≪家屋倒壊等氾濫想定区域の概要≫ 

●島地川で、想定最大規模の降雨（48時間で総雨量508㎜）が発生した場合、 

・和田小学校は「河岸浸食」と「氾濫流」 

・和田中学校は「氾濫流」       が発生するおそれがある。 

●浸水も建物3階の床下（3ｍ～5ｍ未満）まで想定され、2階建ての和田中学校は建物全体が水没

するおそれがある。 

◇家屋倒壊等氾濫想定区域…洪水等により家屋の倒壊や、土地が流出する危険がある区域 

     河岸浸食：洪水時の河岸浸食により、木造・非木造の家屋倒壊のおそれがある区域 

     氾濫流：河川堤防の決壊または洪水氾濫により、木造家屋の倒壊のおそれがある区域 

 

 

市としては、地域の状況や施設の性格から最終的には個別に判断することにはなりますが、基本的に

は公共施設の新設、移設場所としては「避けるべきである」と考えています。 

≪これまでの計9回の協議会で決まった内容≫ 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の協議会の進め方 

・平成29年7月の最初の協議から既に3年が経過しており、早急に整備に向けて、今後は協議・

取りまとめを急ぐ。 

（１）「新しい支所・市民センターの建設（整備候補地）」を決める。 

（２）その後、「機能や内容、それを踏まえての施設規模」「集約化・複合化する施設」「整備後の

管理」などを話し合う。 

（３）協議会は、今後、基本的に月1回のペースで開催する。（次回は11月下旬の予定） 

公共施設再配置 
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第５号 

①支所・市民センターの整備エリア ②整備手法の絞り込み 

エリア

第１候補 和田エリア（垰・夏切）

第２候補 米光エリア

高瀬エリア

馬神エリア

パターン

◎ 「現在の市民センターの位置での建替え」※新築

◎ 「小中学校を活用」※既存施設改修

○ 「新しい土地での建替え」※新築

－ 「小中学校のグラウンドでの建替え」※新築

－ 「教職員住宅跡地での建替え」※新築

－ 「現在の市民センターを改修」※既存施設改修

－ 「その他（上記6案以外）」
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～ 当 日 協 議 会 出 席 者 か ら 出 さ れ た 主 な 意 見 や 質 問 ～ 

≪今後の進め方・スケジュールに関連して≫ 

●いつできるのかスケジュールを示してほしい。具体的に分かれば良いと思う。 

●いつまでに何を決める、という目標を決めてもらった方が、話し合いを進めやすい。 

≪和田小・中学校が家屋倒壊等氾濫想定区域に立地することとなったことの説明を受けて出

された建て替え候補地に関連して≫ 

●現地（現市民センターの場所）建替えは、（土砂災害警戒区域（イエローゾーン）である

が）本当に認可が下りるのか。 

●参考に３つの候補地（①現和田市民センター、②夏切地区、③米光企業団地東側）が示

された。各候補地の大体の予算や工期などを示してほしい。 

●現市民センターの場所で建替えて欲しい。このことは最初からあった話で、ここであれ

ば小中学校の運動場等がイベント等で利用できる。今日の会議で現地建替えの同意が得

られれば一番いいと考えている。 

≪和田地域における避難所及び災害時の拠点機能について≫ 

●現地建替えの場合、増水で（支所・市民センターが）陸の孤島になった時、地域における

防災機能（拠点機能）はどうなるのか。 

●今回ハザードマップが出て中学校がだめですよという話になった。現在の市民センターの

位置に建て替えるのが皆の総意であればそれが一番だと思う。現地建替えができて、支所・

市民センターが避難所になれば最適であるが、土砂災害警戒区域（イエローゾーン）内で

あることから、はっきり言って（避難所に）できない。和田地域には避難所として高瀬の

集会所と米光の和田老人憩の家があるが、あまり利用しない。今の和田地域における一番

の課題は避難所である。（資料で示されている和田地域の地図を見ても）避難所になる所

がない。 

●高齢者が多いので、災害の際には学び・交流プラザまで避難してくださいというのは難し

い。 

≪その他和田中学校の利活用について≫ 

●当初は中学校が統合になったときは活用できる。統合は寂しいことだが、支所・市民セン

ターとして中学校が使えるのであれば寂れたという感じがしないと思っていたが支所・市

民センターとして使えないということであれば、中学校は他の方法で利用はできないのか。 

※協議会で出された意見は市に持ち帰り検討し、次回以降の協議会で回答することとしてい

ます。 


